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大
阪
府
議
会

公
明
党
が
視
察

定価一カ月1887円(本体価格1748円)、日曜日のみ一カ月293円(本体価格272円)、一部73円(税込み)

国際競争力の向上ヘ
j3蓄ささ

港
湾
の
運
営
・
管
理
な
ど
に
つ
い
て
担
当

者
(
手
前
2
人
)
か
ら
話
を
聞
く
府
議
会

公
明
党
の
各
議
員

港湾運営状況や課題探る

担当者から展示について動
メンバー(左側6人)

大
阪
府
議
会
公
明
党
(
林
啓

二
幹
事
長
)
は
こ
の
ほ
ど
、
同

府
の
堺
、
高
石
、
泉
大
津
の
各

市
に
ま
た
が
る
府
営
の
堺
泉
北

砂

港
と
大
阪
港
(
大
阪
市
管
轄
)

，
を
視
察
し
、
関
西
の
物
流
な
ど

を
担
う
府
内
の
港
湾
の
運
営
状

況
や
課
題
に
つ
い
て
担
当
者
か

ら
話
を
聞
い
た
。

堺
泉
北
港
で
案
内
に
当
た
っ

た
戸
田
功
・
雨
港
湾
局
経
営
振

興
課
長
か
ら
、
大
阪
湾
全
体
で

取
り
扱
う
貨
物
量
の
う
ち
、
大

阪
港
、
神
戸
港
が
共
に
M
%
、

堺
泉
北
港
が
加
%
を
占
め
て
お

り
、
堺
泉
北
港
で
は
昨
年
、
中

古
車
の
輸
出
取
扱
量
で
西
日
本

最
大
(
圏
内
3
位
)
に
な
っ
た

成
果
や
、
「
港
湾
運
営
会
社
制 明再

たの
ポ小
ス・
タ中
|学
生
が
平
来日
ノ¥

の
思
し1
を 事

生
を
長
崎
一
に
抑
遣

す
る
「
平
和
大
使
」

や
、
戦
争
体
験
者

が
小
・
中
学
校
を

訪
問
し
、
子
ど
も

た
ち
に
戦
争
の
悲

惨
さ
を
語
る
「
平

和
語
り
部
」
な
ど
、

東
都
市
宣
言
も
リ
ー
ド
す
る
お

ど
市
の
平
和
事
業
を
一
貫
し
て

推
進
し
て
き
た
。

視
察
後
、
石
川
龍
之
議
員
は

「
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、

戦
争
を
知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち

に
、
平
和
の
大
切
さ
を
感
じ
て

も
ら
え
れ
ば
」
と
語
っ
て
い
た
。

uud
「
平
和
宣
言
」
湖
周
年
を
記
念

度
」
の
導
入
に
よ
る
民
間
活
用

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た。
そ
の
後
、
一
行
は
神
戸
港
と

合
わ
せ
て
「
阪
神
港
」
と
し
て

国
の
「
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港

湾
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
大
阪

港
ヘ
。
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
港
湾

に
比
べ
、
取
り
扱
う
コ
ン
テ
ナ

貨
物
量
が
相
対
的
に
伸
び
悩
ん

で
い
る
」
(
鈴
木
隆
・
大
阪
市

港
湾
局
戦
略
港
湾
担
当
課
長
)

実
情
な
ど
を
踏
ま
え
、
国
際
競

争
力
の
向
上
に
向
け
た
課
題
を

確
認
。
こ
の
ほ
か
、
港
運
事
業

者
7
社
が
共
同
設
立
し
た
大
阪

市
此
花
区
の
夢
洲
地
区
の
「
夢

洲
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
株
式

会
社
」
も
見
て
回
っ
た
。

視
察
後
、
林
幹
事
長
は
「
国

一点
か
ら
も
重
要
な
役
割
を
担
う

際
競
争
力
の
向
上
ヘ
今
後
も
全
一
場
所
。
運
営
面
で
府
・
市
の
連

力
を
尽
く
し
た
い
J

港
湾
は
物
一
携
も
必
要
に
な
る
」
と
語
つ

流
の
ほ
か
、
防
災
や
観
光
の
視
一
た
。

若
正者
占女
E '1牢I

ρに
室情

責饗
が3E

3信

公
明
党
長
野
県
本
部
(
太
田

昌
孝
代
表
H
県
議
)
は
先
ご
ろ
、

大
勢
に
一
斉
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
れ
る
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
L
I

N
E
@」
に
つ
い
て
議
員
が
学

ぶ
研
修
会
を
長
野
市
内
で
聞
い

大
分
市
で
は
、

2
0
1

4
年
度
の
高
齢
者
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
が

お
・
3
%
で
し
た
。
こ
れ

は
全
国
の
中
核
市
(
必
市
)

党長野
県本部

た
【
写
真
】
。
こ
う
し
た
研
修

会
を
聞
く
の
は
、
全
国
の
都
道

府
県
本
部
で
初
め
て
。
日
歳
選

挙
権
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
受

け
、
メ
ー
ル
よ
り
も
L
I
N
E

の
利
用
が
盛
ん
な
若
者
や
女
性

へ
の
情
報
発
信
島

た
め
企
画
し
た
。

「

L
I
N
Eの

企
業
や
商
庖
、
閉

得
や
宣
伝
に
利
回

2
月
に
個
人
も
引

う
に
な
っ
た
。
ゾ

一
斉
配
信
で
き
ス

無
料
で
送
れ
る
m

O
通
ま
で

(
2ロ

て
送
る
場
合
、
同

研
修
会
で
は
時

伝
統
括
部
の
職
昌

E
@」
の
利
点
h

参
加
者
は
自
分
爪

踊
恥
叩
九
四
師
一
次
対
象
者
に
個
別
一

影
響
し
ま
す
。
そ

の
た
め
私
は
、
日

年
9
月
定
例
会
の

一
般
質
問
で
、
同

ワ
ク
チ
ン
の
定
期

接
種
対
象
者
へ
の
周
知
徹

底
を
訴
え
ま
し
た
。
市
は
、

義

子

は
し
な
い

た。
私
は
会

会
一
般
醤

ワ
ク
チ
ッ

へ
の
取
れ

質
問
。
A
↓
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